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財源確保のために広告を掲載しています。

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。再生紙を使用しています。

絵
本
の
謎
を
探
検
せ
よ
！

　
今
回
は
現
在
開
催
中
の
「
川
上
澄
生	

戦
時

下
の
創
作
」
展
に
出
品
し
て
い
る
絵
本
『
南な

ん

蛮ば
ん

竹ち
く

枝し

』
の
謎
を
探
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

澄
生
は
、
太
平
洋
戦
争
中
の
絵
の
具
や
紙

が
手
に
入
り
に
く
い
状
況
下
で
も
、
友
人
た

ち
の
助
け
を
借
り
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
を
作

り
ま
し
た
。
中
で
も
『
南
蛮
竹
枝
』
は
、
木
版

画
の
上
か
ら
文
字
を
重
ね
る
と
い
う
一
風
変

わ
っ
た
仕
立
て
で
す
。
こ
れ
で
は
、
絵
も
文
字

も
見
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
作
品
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

調
査
の
結
果
、「
絵
の
中
に
音
楽
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
か
っ
た
」
と
い
う
答
え
に
辿
り
着

き
ま
し
た
。
そ
う
結
論
づ
け
る
理
由
は
２
つ
。

　
ま
ず
１
つ
目
は
、
絵
本
の
題
名
「
竹ち

く

枝し

」
が
、

「
民み

ん

謡よ
う

」
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
２
つ

目
は
、
絵
本
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
合
唱
と
オ

ル
ガ
ン
の
絵
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が
絵
の

上
の
文
字
が
歌
で
あ
る
こ
と
を
に
お
わ
せ
る

仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

澄
生
は
学
生
の
頃
か
ら
音
楽
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
で
も
、
実
験
的
な

作
品
を
作
り
続
け
た
澄
生
の
自
由
な
精
神
が

感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

学
芸
員　
原
田
敏
行

美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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術
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☎

（62）
８
２
７
２

●「
川
上
澄
生 

戦
時
下
の
創
作
」
展

と　
き　
９
月
29
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　
２
階　
展
示
ホ
ー
ル

入
場
料　
一
般　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
高
校
・
大
学
生　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
小
・
中
学
生　
　
　
１
０
０
円

●
同
時
開
催「
木
版
画
大
賞
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
木
版
・
あ
ら
か
る
と 

展
」

と　
き　
９
月
４
日
㈬
～
29
日
㈰

と
こ
ろ　
１
階　
展
示
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

川
上
澄
生
『
南な

ん

蛮ば
ん

竹ち
く

枝し

』（
部
分
）

１
９
４
４
年　
木
版
墨
刷　
手
彩
色　
紙


